
知多半田駅東ロータリー リニューアル構想検討ワークショップ 

 

日 時 令和６年12月23日（月）19:00～21:00 

参加者 18名（その他オブザーバー数名） 

テーマ 第四回 将来像を描きながらリニューアル構想案を作り上げよう② 

リニューアル構想の修正案の精度を高めるための意見交換を行う。 
オープンまでの関わり方について考える。 

 
概要 
知多半田駅東ロータリーリニューアル基本構想ワークショップの４回目を開催しました。ほぼ形

になった基本構想案のパースや模型を見ながら、いいところ、改善点を発表したり、ロータリーの
リニューアルに向けて、自分が2025年にどのように関わりたいかを発表しました。 
最後には、似たもの同士が集まって、何か一緒に明日からでも活動できそうなことを話し合いま

した。 
今回の成果を踏まえて、今後は構想案の精度をより高めていき、令和７年２月下旬に構想の公表、

３月10日に報告会を予定しています。 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



各グループのアイデア（A～D） 
※写真下に記載したコメントは各グループの発表者による発表内容の要旨を記載しています 
 
Aグループ 

 
 
・構想案を考えるうちに、リニューアルのそもそもの目的について改めて考える時間だった。 
・子どもたちにとっては、駐輪場が駅側にあると嬉しい。 
・来訪者の動線を考えると、キッチンカーに適した場所をもっと具体的に考えて、芝生の必要性な
ど議論できたらよかった。 

・遊具は近隣の公園にあるため、あまり必要ない。賑わいの核をつくるためには、気軽に入れる駐
車場やキッチンカーの場所が大事。 

 
 

  



 
Bグループ 

 
 
・待機場はきちんと時間を区切るようにしたい。 
・駅からクラシティまで濡れずに移動できる動線がありがたい。反対に、駅からクラシティまでの
動線が多すぎる。 

・芝生の素材が人口と天然とで維持管理のコストが大きく変わる。 
・タクシープールが15台確保してあるが、そんなに必要なのか。タクシーがロータリーに入ってく
る時間を区切れたら、アスファルトやコンクリート舗装でできるアクティビティも増える。 

・シンボルツリーのライトアップ、ステージの音響設備、出演者の着替え場所が必要。 
・飛び出し防止柵、植栽がとても良い。 
・人が日常的に来ることを目指すのであれば、駐輪場がもう少しあると良い。 
・この場所に責任のある人を何人か配置して、盛り上げるようなシステムをつくってほしい。 

  



 

Cグループ 

 
 
・デッキがすごく良い。 
・模型をみると、階段で大屋根のある側に降りられるようになった。 
・クラシティ前のロングテーブル・ベンチで駄菓子屋さんなどやりたい。 
・現在は駅前にコーヒーショップを出店しているが、整備されたら芝生広場に出したい。 
・待機場は、20分以上停めたら有料にしてはどうか。 
・整備後に車が増えたらどうするのか心配。ただ、人が多く来てくれるのは良いことであるため、
対処法は考えておいた方が良い。 

・遊具は、中途半端なものはない方が良い。または移動式で倉庫にしまえると良い。 
・駅西側も整備を検討してほしい。 
・どうやったら失敗しないか、ということを考えることも大事。 
・ここを賑やかにするために、整備されたらみなさんにぜひきてほしい。 

 
  



 

Dグループ 

 
 
・トイレ、一般車の駐車場、待機場、中央に倉庫があることが良い。 
・遊具を倉庫から出し入れできると良いが、誰がやるのかという課題はある。 
・車椅子乗降場の近くに屋根があることが良い。 
・子どもの遊び場になったときに、隣接する道路を駐停車禁止にしてほしい。 
・照明をどうするのか。 
・芝生は人口と天然どちらなのか。 
・タープは常設なのか。 
・待機場とクラシティ間の道路を横断する危険性があるため、芝生のところに植栽や柵をつける
など、横断禁止の対策が必要ではないか。 
・待機場の時間制限は30分も必要なく、10～20分で良い。 
 
 

  



個人ワークの発表内容  ※写真下に記載したコメントは発表内容の要旨を記載しています 
 

  
４年度にできるときにカフェを営業できているよう
に頑張っていきたい。 

クラシティ前面を開けて活用し、ロータリーとのつ
ながりを考えていきたい。 

  
来年はイベントをたくさん開催する。 クラシティの景色を見守るとともに、景色の一部と

なる。 

  
１年かけて半田の日常を知っていきたい。珈琲を飲
みながら過ごせると良い。 

ファンの立場としてコーヒーショップに立寄った
り、非日常のものを買って支えていきたい。 

  
活動者として、ファンとして駅前広場のにぎわい、
活気付けに貢献したい。 

焚火をしながらクラフトビールを飲みたい。 

 



 

  
半田ストリートテラスの広報として、どんどん盛り
上げたい。 

市民ひとりひとりが動けば、半田市が盛り上がる。
みんなを動く側にしていきたい。 

 

（シートなし） 

近隣住民として、積極的に歩いてキッチンカーや周
辺店舗を利用したり、ゴミを減らしたりしたい。 

毎日駅前広場を歩きたい。コーラスや体操、ダン
ス、お茶を飲むなど空間づくりをしたい。 

  
スパイスカレーの店を週末イベントなどで定期的に
出店したい。 

いろいろなところに行く機会を活かして、多くの人
を巻き込んで活動を広げていきたい。 

  
70代も市民活動を続けていくことと、ロータリーで
の活動とコーディネートをしていきたい。 

中心市街地に人が溢れるまちとなるように、活動し
ていきたい。 

  



 

  
車椅子や電動車椅子利用者が通行できるところをつ
くりたい。いろんな場所の宣伝もしたい。 

クラシティ、おおまた公園、コココリン、ランブリ
ング商店街と連携して知多半田駅からの楽しいルー
トを作りたい。 

 

 

学生や高校生が少しでも中心市街地に関われるよう
に仕掛けたい。個人的にも飲みにきたい。 

 

 
 
 

  



 

日 時 令和６年12月24日（火）10:00～12:00 

参加者 14名（その他オブザーバー数名） 

テーマ 第四回 将来像を描きながらリニューアル構想案を作り上げよう② 

リニューアル構想の修正案の精度を高めるための意見交換を行う。 
オープンまでの関わり方について考える。 

 
概要 
趣旨・経緯は12月23日（月）に説明したものと同様の説明を実施。 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



各グループのアイデア（A～C） 
※写真下に記載したコメントは各グループの発表者による発表内容の要旨を記載しています 
 
Aグループ 

 
 
・木がいっぱい、段差の使い方、キッチンカーが屋根の下にあることが良い。 
・芝生広場が良い。できれば天然芝が良い。 
・ロングテーブルが好き。 
・待機場はありがたい。 
・大屋根・広場のつながりが良い。 
・支援センターの屋外イベントを開催してほしい。 
・美しく保つ仕組みづくりが必要。 
・椅子の座面は丸が良い。 
・クラシティ前に椅子があるため、クラシティをガラス張りにして、そこに絵を飾ってアートエ
リアにしたらどうか。 
・低木にした方が良い。 
・最近事件も多いため、見守りのあるみんなの広場にしたい。 
・映えスポットがあると良い。 
・もう少し大きな樹木もあると良い。 
・建物の両側に扉がほしい。 
 

  



 
Bグループ 

 
 
・全体的にはとても良い案になっている。 
・ロータリーに進入する道路上に、横断歩道がほしい。 
・季節によって風向きが違うため、本当に座って過ごせるのか検証した方が良い。 
・夜の明かりをどうするのか。 
・水遊び場は、ずっと水が溜まっているのか。 
・風が強いことを活かして、風力発電を使ったらエコになる。 
・車椅子でデッキに登るためのスロープはあるのか。 
・連絡通路の下も雨に濡れず通行したい。 
・イベント予告できる掲示板がほしい。 
・大屋根広場に名称がついたら、集合場所に便利。 
・階段にも屋根があると良い。 
・トイレ、改札からロータリー側に出られる階段、１～２階の動線、ロータリーが直線であること
が良い。 

・シェルターが広がることがありがたい。JR半田駅から知多半田駅に行く時に、日中に日除けの
場所が全くないため、建築のところも少し通路になると良い。 

 
  



 

Cグループ 

 
 
・冬の電飾や四季を感じられるあたたかく実のある花を植えたい。 
・案内板がほしい。 
・駅やホテルが近いため、防災拠点にできないか。そのための仕組み、ボランティアセンターの設
置など。 

・キッチンカーの設置場所が少ないのではないか。博多・天神の屋台にように、設備を整えて設置
場所をある程度固定すると良いのではないか。 

・芝生、デッキ、タープ、噴水の運用、維持管理は誰がするのか。 
・西口とのつながり、JR半田駅までの通路、商店街との関わり方が重要。 
・スロープでクラシティまでの動線ができるなど、車椅子に優しいみちが必要。 
・広場の活用を考えて、そのための連携が必要。 

 
 
  



個人ワークの発表内容  ※写真下に記載したコメントは発表内容の要旨を記載しています 
 

  
活動者として、出会いを深く広くしたい。ファンと
してそれぞれのイベントの雰囲気を楽しみたい。 

子どもにしかできないことを見せる。 

  
駅前広場に行ってくるよ、と子どもから聞けるよう
な場所にしたい。 

キッチンカー事業者として、経済が動く場と外にア
ピールする。また、人をつなげ、まちの未来を伝え
る人として出店中におしゃべりする。 

  
良いイベント・活動が実践できるように、運営側の
立場として、先導していく。 

ロータリーのイベントに参加したことがないため、
これをきっかけに行ってみたい。 

  
管理をみんなで楽しくできる方法を探っていきた
い。 

ランブリングタウン商店街とコトコトラボの活動を
ミックスして、ロータリーを使い倒したい。 



 

  
みんなが集まるロータリーを安全安心な場所にして
いきたい。 

ロータリーが多機能で、便利に活用できる広場にし
たい。JR半田駅までつながる拠点、観光資源のわか
りやすい案内拠点、賑わいのある広場にしたい。 

 

 

イベント時の手伝いをしたい。広場の利用者でもあ
りたい。孫たちとの遊び場、老後の居場所、奥さん
とのデートに使いたい。 

 

 
 
講 評 （髙尾） ※１日目、２日目をまとめて記載 
・今回頂いたご意見はキッチンカーの場所や舗装など、天然芝・人工芝など、非常に具体的であり、
来年度、再来年度の２年に渡る設計段階において、詳しく検討していくことになる。 

・構想では、どのような空間にするのかがゴールであるため、今回頂いたご意見は設計課題として
申し送りしていきたい。 

・また、広場はただの空っぽの空間であり、居心地良い場所で在り続けるためには、誰かが管理し、
関わる人が必要になる。その関わり方は様々であるが、いろいろな人が関わることによって居心
地の良い空間になっていき、半田市が目指す中心市街地の活性化につながると思う。 

・ハードだけでなく、ソフトのプログラムが重要であり、それをまわしていくためには、誰かがマ
ネジメントしていく仕組みがとても大事。活動を生むための仕組みづくりについては、来年議論
していかなければならないことである。 

 
 
 


